
議場設備を 
 リフレッシュしました
本会議中継が、今まで以上にクリア
な音と映像でご覧いただけます。
本会議放映は、デジタル092（お天

気チャンネル）で放映しています。
ぜひご覧ください!!

身近な政治の舞台を 
 見てみませんか？
本会議は直接傍聴することができま

す。
手続きはカンタン。
気軽に市役所庁舎５階議会事務局へ

お越しください。

小浜市議会では、平成 23 年６月９日に開会した６月定例会初日に、議員発議により提案された『原子力発
電からの脱却を求める意見書』を全会一致で可決いたしました。
本年３月 11 日に発生した「東日本大震災」に起因した福島第一原子力発電所の事故は、原子力発電所が集
中している若狭地域に住む私たちに、大変な衝撃と大きな不安を与えています。
このようなことから、小浜市議会は、原子力発電から脱却した、新たなエネルギー政策へ転換、また、原子
力発電所に対する安全基準の見直しなどを求めるため、国会（衆議院議長・参議院議長）や内閣総理大臣、お
よび所管する経済産業大臣など、関係する国の行政庁に対して下記の意見書を提出いたしました。

原子力発電からの脱却を求める意見書を
全 会 一 致 で 可 決 し ま し た

原子力発電からの脱却を求める意見書（全文）

福島第一原子力発電所は、平成23年３月11日

に発生した東日本大震災により、１号機、２号機、

３号機がメルトダウンを起こし、現在その収束の

道筋さえ見えない深刻な事態に陥っている。

この過酷事故によるおびただしい放射性物質の

汚染により、福島第一原子力発電所から半径20キ

ロ圏内の「警戒区域」、ならびに半径20キロ圏外の

「計画的避難区域」に指定された住民は、住み慣れ

た家、職場を追われ、故郷に帰れる見通しもなく、

苦痛な避難生活を送っている。

小浜市は、14基の原子力発電所が立地する若狭

湾の中心部に位置し、隣接自治体ながら大飯原子

力発電所から半径10キロ圏内に小浜市民の半数に

あたる16,000人が住み、また20キロ圏内では全て

の市民が住んでいる。

私たち小浜市民にとっては、この過酷事故は決

して他人事ではなく、現在避難せざるを得ない人々

の心情を思うと誠に忍びなく思う。

原子力発電所は、多重防護による対策が取られ

ているから過酷事故は起きず絶対に安全だという

「安全神話」が完全に崩壊したことにより、福島第

一原子力発電所の事故発生以来、日々原子力発電

所事故に対し不安と危険を覚えている。

よって、小浜市議会は、福島第一原子力発電所

の過酷事故を教訓に、子孫にこのような不安と危

険を残さないため、国においてエネルギー政策の

抜本的な転換を図り、期限を定めて原子力発電か

ら脱却することを強く求める。

また、その期限に至るまで、このような過酷事

故による危険を二度と起こさないため、原子力発

電所の安全確保に十二分な措置を新たに取るよう、

国に対し次のとおり要望する。

記

１ 期限を定めて原子力発電から脱却し、代替エ

ネルギーに転換した新たなエネルギー政策を

定めること

２ 原子力発電所の安全を確保するため、30年を

超え、高経年化している原子力発電所の運転

の延長を認めないこと

３ 原子力発電所にかかる緊急時計画区域（ＥＰ

Ｚ）を初めとする安全基準の抜本的な見直し

を図ること

４ 原子力発電所周辺地域の防災対策の確立を図

るために、国の責任において地域の安全対策

として、避難道路や避難施設等を早急に整備

すること

５ 原子力安全・保安院は、より一層原子力発電

所の安全の確保を図るため、原子力利用を推

進する経済産業省からの分離・独立ならびに

権限強化を行うこと
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平成23年５月17日の臨時会において、正副議長をはじめとする議会の組織が次のとおり決まりました。

　

●特別委員会
特定の案件を審査、調査する委員会

◎原子力発電所安全対策特別委員会（９名）
原子力発電所の安全対策等を担当

委 員 長 清水 　正信
副委員長 上野 　精一
委 員 西本 　清司
〃 今井 　伸治
〃 池田 　英之
〃 三木 　 尚
〃 藤田 　善平
〃 宮崎 治宇蔵
〃 山本 　益弘

◎議会改革特別委員会（９名）
議会改革全般を担当

委 員 長 富 永　 芳 夫
副委員長 垣 本　 正 直
委 員 藤 田　 靖 人
〃 小 澤　 長 純
〃 能 登　 恵 子
〃 松崎圭一郎
〃 下 中　 雅 之
〃 風 呂　 繁 昭
〃 池 尾　 正 彦

　

●一部事務組合議会
行政事務の一部を共同で処理する
ため組織された組合の議会で構成自
治体から選挙された議員により構成

◎嶺南広域行政組合議会議員（４名）

議 員 西本 　清司
〃 能登 　恵子
〃 清水 　正信
〃 山本 　益弘

◎公立小浜病院組合議会議員（10名）

議 員 西本 　清司
〃 小澤 　長純
〃 池田 　英之
〃 下中 　雅之
〃 三木 　 尚
〃 垣本 　正直
〃 藤田 　善平
〃 風呂 　繁昭
〃 富永 　芳夫
〃 山本 　益弘

◎若狭消防組合議会議員（７名）

議 員 藤田 　靖人
〃 今井 　伸治
〃 能登 　恵子
〃 松崎 圭一郎
〃 上野 　精一
〃 清水 　正信
〃 宮崎 治宇蔵

　

●広域連合議会
行政事務の一部を広域で共同処理す
るため組織された団体の議会で構成
自治体から選挙された議員により構成

◎福井県後期高齢者広域連合議会議員（１名）

議 員 池尾 　正彦

　

●常任委員会
決められた担当分野、範囲を審査
や調査する常設委員会

◎総務民生常任委員会（９名）
総務部、企画部、民生部などを担当

委 員 長 能登 　恵子
副委員長 上野 　精一
委 員 小澤 　長純
〃 松崎 圭一郎
〃 風呂 　繁昭
〃 富永 　芳夫
〃 池尾 　正彦
〃 宮崎 治宇蔵
〃 山本 　益弘

◎産業教育常任委員会（９名）
産業部、教育委員会を担当

委 員 長 下中 　雅之
副委員長 藤田 　善平
委 員 藤田 　靖人
〃 西本 　清司
〃 今井 　伸治
〃 池田 　英之
〃 三木 　 尚
〃 垣本 　正直
〃 清水 　正信

◎議会運営委員会（７名）
議会運営全般を担当し、議長を補佐

委 員 長 清水 　正信
副委員長 今井 　伸治
委 員 小澤 　長純
〃 池田 　英之
〃 下中 　雅之
〃 藤田 　善平
〃 富永 　芳夫

議 長 池 尾　 正 彦

副 議 長 風 呂　 繁 昭

監査委員 富 永　 芳 夫

◆ご意見・ご要望をお寄せ下さい。
皆様の市議会に対するご意見・ご質問・ご要望等を
議会事務局宛てのメールでお受けすることができま
す。メールアドレスは下記のとおりです。
gikai-jimu@ht.city.obama.fukui.jp

◆ホームページで会議録を掲載。
小浜市のホームページで、平成13年9月
定例会からの会議録をご覧になれます。
URLは、http://www.city.obama.fukui.jp
メニューの 議事録・会議録 ボタンから。

【8】議会だより


